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Googleアカウント管理機能登録 設定手順書 
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１．Google Developers Console にG Suite admin権限アカウントでアクセス・ログインし、プロジェクトを作成  

https://console.developers.google.com/project 

 

 

２．プロジェクト作成で組織を選択し、『+』をクリック 

 
 

  

https://console.developers.google.com/project
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３．任意のプロジェクト名を入力し、『作成』をクリック 

 

 

４．プロジェクトを選択をクリック 
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５．プロジェクトを選択し、「開く」をクリック 

 

 

６．左上メニューアイコン＞API Manager＞ライブラリ＞Google APIの検索欄に 

  「Google Play EMM API」と入力し検索された項目をクリック 
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７．『有効にする』をクリックして、有効にしてください。 

 

 

 

８．左上メニューアイコン＞API Manager＞ライブラリ＞G Suite APIsの『Admin SDK』をクリック 
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９．有効になっていない場合はクリックして有効に。その後、認証情報をクリック 

 

 

１０．OAuth 同意画面をクリック 

 

 

１１．メールアドレスが入力されている事を確認。ユーザに表示するサービス名を入力して『保存』をクリック 
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１２．「認証情報を作成」をクリックし、「サービスアカウントキー」をクリック 

 

 

１３．新しいサービスアカウントをクリックし、サービスアカウント名を入力 

サービスアカウント名を日本語入力すると、サービスアカウントIDはランダムで割り振られます 

(更新を押すと再度IDがランダムで表示) 
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１４．役割の項目で『Project』『オーナー』を選択。 

 

 

１５．キーのタイプは『P12』を選択し、作成をクリック 
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１６．P12 ファイルをパソコンに保存すると、秘密鍵のパスワードが表示されるので必ずメモをとってください。 

その後閉じるをクリック 

 

 

１７．サービスアカウントキーが払い出されるので、『サービスアカウントの管理』をクリック 

 

 

１８．サービスアカウント管理で、発行されたサービスアカウントの『編集』をクリック 

 

 

１９．ドメイン全体の委任を有効にチェックを入れて、『保存』をクリック 
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２０．サービスアカウント管理画面の『クライアント ID を表示を』クリック 

 

 

２１．表示されるクライアント ID は後述の手順２６で必要になります。『保存』をクリック 

 

 

２２．以上で API の設定は完了です。 
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２３．G Suite の admin ユーザで下記 URL から管理コンソールにログインし、『セキュリティ』をクリック 

https://admin.google.com/AdminHome 

 

 

２４．『API リファレンス』をクリック 

 

 

２５．API アクセスを有効にするにチェックを入れて、『保存』をクリック 

 

https://admin.google.com/AdminHome
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２６．『もっと見る』をクリック 

 

 

２７．詳細設定を選択し、『API クライアントアクセスを管理する』をクリック 
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２８．『クライアント名』に手順 20のクライアント ID を入力 

 

 

２９．API クライアントが追加されます 

 

 

≪STAR-MDM管理画面≫ 

 

 

▽本手順で発行した各項目を入力してください。▽ 

ESA ： 手順２１で確認できるサービスアカウント ID 

Google Apps 管理者アカウント ： G Suite admin 権限アカウント 

クライアント ID ：手順２１で確認できるクライアント ID 

P12 ファイル ： 手順１５で保存したファイル 


